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戦後十数年を経た現在，低栄養の問題はすでにわれわれの周辺から遠のいたかのようである。しか
しながら元来，栄養の問題自体が相対的なものであり，完全な栄礎が定義されがたいと同時に，相対
的な意味における低栄養は国家あるいは個人の怒済的尺度に相応じてつねにみられるであろう。事実
われわれがすでに報告したように(J)(!)，保護施設収容児童や生活保護家庭児童においては，その摂取
食餌i.l:の不充分さのため発育は一般児童の平均lζ達していないのである。つまり低栄養とは，現存す
るよりよき栄養に対する相対的摂取不足を乙そさすべきものであり，乙 うした意味での低栄養状態を
明かにしてよりよき栄益水準に導くことが栄養問題の基本的命題の一つであらねばならない。
こうした意味でわれわれは1956年より現在まで施設児童の摂取食餌がどのように移り変っている
か，そしてそれが発育とどのような関係を示すかを検討してきた。 ζの成絞によって保護施設の給食
状況の実態と児童の発育現況を知りうるのであって，それは児童一般の発育と食餌との関係を明かに
するためにも，また保護施設の運営のあり方を検討するためにも重要な基礎資料となるであろう。
なお本研究は，児童の発計と食倒との関係のうち，とく に食蛋白との関係をl列かにするための労作
の一環として行はれたものであり，したがって，摂取蛋白質乙とにその必須アミノ酸組成lζついては
とくに深い関心を抱いているのであるが，乙のIJH直については別に報告・した仰の
実験 方
?
1.対象
大阪府下および市内11ケ所の収容施設児童のうち， 6才より15才までの学童をえらんで身体検査な
らびに食餌調査を行った。そのうち食餌調査の期日と例数の詳細を表示すると第1表のようである。
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すなわち調査した施設は7ケ所 (A，B， ……， G)であるが， 乙のうち， とくにA施設について
は調査をくりかえして給食の時期的変化についても観察した。一方，身体検査の対象は第2表lζ示し
たように，食餌調査の対象となった児童を含み11ケ所施設全学童である。
l.調査方法
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1. 食餌調査一一児童の1臼食餌摂取量の決定はつぎのように行った。すなわち，施設における
炊事は1カ所，あるいは施設内の小区分(寮)どとに行はれているが，まず炊事前の食餌原材料をその
まま秤量し，ついで調理後の出来上り重量を秤量する。つぎに児童の摂取食餌量，残飯量を個人別lζ
正碓1ζ秤量する。以上から個人別の原材料摂取量を計算し，食品分析表〈めにより型のように各種栄養
素摂取量を決定した。調査は3日間連続して行い，その平均値を児童各人の1日食餌摂取量とする ζ
とを原員IJとしたが，記録の不正確なものを除いたため2日あるいは1日のみの計算値をそのまま用い
た場合もある。つぎに ζの個人値を，各調査時毎iζ平均して金平均1日食餌摂取量とした。
2. 身体計測一一 1956年8月より2-3ヶ月どとに，身長，体重その他の身体計測を行った。時聞
は午後3時より 5時までの夕食前空腹時をえらんだ。ただし乙の報告では，食餌調査とほぼ時期を同
じうして1956年，1957年及び1958年の各8月iζ行った身長および体重の測定成績について検討するに
とどめる。
成 績
l.食餌握車量の年次推移と男女差
まず食餌調査成績についてのべる。そのうち第3表ならびにw';4表には熱量ならびに蛋白質のみに
ついて，また第5表にはビタミンおよひ‘無機質についてまとめた成献を表示した。なお熱量および蛋
白質については，その摂取量の充足程度を明かにするため，資源調査会食糧部会によって定められてい
る成長期栄養所要量値仰を用いて各児童どとに摂取量の標準所要量iζ対する百分比を計算した。第3
表，第4表iζ示した充足度とは，とうしてえられた百分比のそれぞれの平均値を示したものである。
( 8 ) 
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乙れから対象の平均年令の差異および性別を無視して，一応全対象児虫の奴取食飾品の標準所要量iζ
対する多寡ならびに調抗期nによる変動傾向を概観するととができる。
そ乙でまず第3表で，男女全平均についての熱量および蛋白質侠取結についてみると，まず1956年
!:l 3 表 熱:sl ・ 蛋白摂取盆 1日1人当り(男女金平均〉
聞予言長室も
{Ii 白 質 所要fJ:Iζ対(，すのる充足度
熱量 (g) 総 fr 脂質
(Cal) 総量 動物性(%) 熱量 蛋白質 (g) (g) 
1956年 8月 Z74 9.7 1623 54.4 16.9(31.1) 85 81 m 23.0 
1957年 5月 57 9.8 1846 62.5 9.2(14.η 97 93 347 Z7.0 
1957年 11月 24 13.3 2226 79.0 19.8(25.1) 100 99 441 29.0 
1958年 7月 91 9.8 1929 61. 5 ?O.5(33.3) 104 95 359 Z7.6 
第 4 表 性別による 熱量・蛋白摂取量 1人1日当り
軍司査年月日 性別三苦;(熱 量 fi白質 所要盆1(.対(%す〉る莞足度(Cal) (g) 熱 it 蛋白 質
1956年 8月 男女 32 10.2 17
03 56.2 84 79 
33 10.3 1578 51.4 84 77 
1957年 5月 女男 31 8.7 1833 62.8 98 97 19 10.0 1749 61.0 94 94 
1957年 11月 女男 16 13.2 23
20 83.1 101 102 
8 13.4 2039 70.7 98 96 
1958年 7月 女男 49 9.7 
2011 62.8 107 95 
42 9.8 1833 60.0 101 94 
度においては熱量，蛋白質とも標準所要量lζ対して1596以上の不足を示しているが， 1年後において
は熱量はほぼ充足し，蛋白質がわずかに不足するのみであって，すでにかなり改醤されておるζ とが
分る。 乙の聞の事情は施設における給食賄自が1956年までは 1人 1日当り約62円であり，乙れが1957
年4月に間食費としてさらに 5円迫加されているζ とによっても肯けよう。つぎに摂取量を熱量と蛋
白質とで比較すると，熱量lζ比べて霊白質の摂取量の不足が1円かである。すなわち1956年では熱量不
足は約15$ぢにおよび，食餌量全体の不足をみとめるが，蛋白不足はさらに高度で約195ちである。その
後食倒冠の改善され，Iまlま所要誌に達した場合においても，蛋白質の不足のみはなお続いているとと
が分る。また動物性蛋白摂取，すなわち蛋自の質のJ去においてさらに問題が残るが，ζれについては
別に報告した向。 ζ のこ と は， 現在の賄f~ではカロリ ーの函で昭和29年度決定による標準所要量には
ほぼ到達しているとみてよいが，しかしなお食餌の質的な面の改善iζは至らないζとを物語るもので
あろう。 ζの事実は，第5表にみるように，無機質およびピタミン類の摂取が前記熱量，蛋白質とは
異り，1957年度以降においても1956年度に比べてとくに改善されたとみとめられず，ζとにCa，V-
A， V-Bl， V-B!lおよびV-Cなどが所要:Gi:1C比べて依然として低他である乙とからも喪主i，きされ
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第 5 表 無織成分・ビタミン目玉取扱 1人1日当り(男女金平均)
二議ミ;志 無 機成分 ビタミンca I P I Fe I NaCI 4AL立斗ilB1 」B盟2 L Niacars C (mg) I (mg) I (mg) I (g) (mg) I (mg) I (mg) (mg) 
1956年8月 274 9.7 295 887 10.2 8.0 971 0.74 0.50 11.4 42 
1957年5月 57 9.8 3邸 1304 12.6 7.8 338 0.85 0.78 11.6 29 
1957年11月 24 13.3 539 1451 17.8 17.5 795 1.04 0.64 18.3 147 
1958年7月 91 9.8 495 1130 11.2 6.2 お3 1.09 0.82 11.4 37 
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第 1 図 発育曲線の 年 次推移
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ている。ただし以上のうち，V-B]については1957年11月以降かなり改善されているが，ζれは強化
食品を使用しているためである。
つぎに摂取量が男女の性別でどのように異っているかを検討する。すなわち節4表は熱量および蛋
白質摂取量を各時期ごとに男女別平均としてまとめたものであるが，乙れによると，熱量，蛋白質と
もにその摂取絶対量は男子が女子を上廻わっておる。すなわち女子は男子に比べて熱Eでは約896，
蛋白質で約796の低摂取となっているのである。しかし乙れを所要量に対する充足度で比較すると，
全般的になお性差のある ζ とは否めないにしろ，しかしその差はわずかであって，絶対量にみられた
男女の量差は施設児童の特別の状態と考える必要はない。
1.施設児童の体位の年次推移
さてつぎに以上のうなよ食餌摂取にともなって，とれら児童の体位がどのように影響されるかを検
討する。第1図は食餌調査の時期に対応した1956年，57年および58年の各8月における施設児童の身
長ならびに体重の発育曲線を1957年度学童全国平均発育曲線(めと併せて図示したものであり，また第
2図は節1図にもとづいて全日本平均児震の各年令における発育度を10096とした場合，対象児童の
発育度がそれぞれ何ノマ一セントに相当するかを図示したものである。
その結果，まず著明な事実として節1図から分る ζ とは，施設児童は男女とも，また身長，体重と
80 、
6 7 8 9 10 " 12 13 14 15 (有) 6 7 8 9 10 1 12 13 14 15W (~ 令) 【主早 令)
第 2 図 年令 Z~ Iζ みた発育低 下度
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もその発育度が標準発育lζ比べて低いというとと，ならびに還年ごとに体位が上向して標準に近づい
ているという ζ との2つである。しかも ζの2つの傾向はいずれも11才以上の年令において著明なζ
とも注目されてよい。そζでその低下の程度を第2図から調べてみよう。まず男子の場合標準lζ比べ
て11才以下では身長で3$ぢ前後，体重で596前後の低下であるが， 14，15才では身長で5$ぢ前後，体
重で1596前後の著明な低下を示すようになる。また発育低下の年次推移による改善は各年令を通じて
認められるが，そのうちとくに14，15才では2年間の聞に身長で約2$払体重では約5%におよぶ改
善がみられるのである。一方，女子の羽合も身長で，その低下度が各年令を通じでほぼ平均している
ζと以外， 男子同織の傾向を示しているが，乙の場合注目すべきととは身長，体重ともその改善程度
が男子iζ比べてより著明であり，1958年度においては一般児誼lζ比べでは1-296の低下，また体重に
おいても最大約5%の低下を示すにすぎないのである。乙れに対して男子の場合にあっては， 1958年
度において， 13才以上になお13-17$仰とおよぶ体重低下がみられるのである。
なお最後に，全般的所見として対象児童の発育低下は身長よりも体重において著ー明であるとと，し
かも食鈎改善iζともなうその低下度の回復もまた身長よりも体置により明かであった乙とを指摘して
おく。
考 察
以上，施設児童の摂取食餌と体位との推移を3カ年聞にわたって観察した成績を別々にのべたが，
とれを併考すると両者の聞に密接な関係のある ζ とが分る。すなわち1956年度においては食餌:Iil:の不
足は著明で，所要最iζ比較して熱量で約1596，蛋白質で約1996の低値を示しておる。 ζれにともなっ
て体位の低下も著明であり，乙とにその影響は12才以上の思春期発育期のものにはなはだしく，乙と
にその体重低下は約2096にもおよぶ著明なものである。ととろがその1年後においては給食費の増加
iとともない，食餌の質的な面の改善はまだしも，量的な面においてはほぼ現行所要量に近い量を摂取
するようになって今日におよんでいる。乙うした食餌量の増加は体位改善iζ良好な効果をおよぼすに
至った。すなわち成長期児童の低体位の回笹にはまず食餌絶対量，すなわちカロリ -Jt{の補給が重要
であり，との点はわれわれがさきに報告した生活保註世帯児童にみた成績と一致する∞。しかしなが
らζ うした食餌量の改普ーにもかかわらず，なおその発育は一般児童平均と比べてかなり低下している
すなわちその発育曲線を文部省統計資料による学童の年令別発育年次統計的と比較すると，男子で，
昭和25年度.女子で昭和30年度の一般児車体位iζ相当するととが分った。とうしてみてくると，施設
児童は現在なお低栄養の状態におかれていると断ぜざるをえないのであって，ただ単lζ摂取量の現行
所要量との比較のみでその充足度を結論ずけるととは許されない。対象児童の発育遅延は，もちろん
食餌摂取の改普，が質的な面にまでおよんでいないという事も一因となっているのであろうが，それに
もまして，現在の一般児童の食餌が量的にもまた質的lζも現行所要置を上廻ったものであり，対象児
童との閣にかなりの差の存する乙とがよりE大な原因とは考えられないであろうか。
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さて，つぎに問題となるのは，性差による発育度の相巡である。女子の食餌摂取量はその絶対量に
おいて著明な差があり，所要量iζ対する充足度の面からしても男子のそれをやや下廻わる程度である
乙とを述べた。それにもかかわらず，前述のようi乙女子の体位は一般児童とわずか2カ年の差異を示
す程度の水準に述しているのである。 これに対して男子の体位は一般児童となお7カ年のへだたりが
あり，食糧欠之の影響がなお著明であった昭和25年度学虫色平均の程度にとどまっているのである。 こ
の事実は食餌必要誌の性差を考える上iζ重要な示唆を与えるものであり， 今後の検討を要する点であ
ろう。
また最後に，前述したようにわれわれの対象児童の体位が低栄養によって象った影響は，身長より
体重においてはるかに深甚であり，かつまたその回復においては体重がより速かである。 とれは児童
の発育過程においては，体重は栄養状態によって最も鋭敏に左右されるととを示すものであり，わが
国学童の戦後の体位変遷の統計資料成絞tめと一致することを附記しておく。
最後に本研究は現在なお継続中であり，将来本成結を補足する機会のある乙とを附記する。
要 約
1956年8月以後，3カ年にわたって保護施設児童(6才-15才)の摂取食餌調査ならびに体位測定
を行い，低栄誕児訟の発育と食餌摂取量との関係を検討してつぎの成績をえた。
1. 施設児童の食餌摂取量ならびに体位は1956年度において，ともに著しく 低位にあったが，その
後食餌品の増f誌にともない，発育遅延もある程度改善されるに至った。
2. 低栄養による児童の発育障碍はことに体重に著明であり，しかもその回復も身長に比べてかな
り速かである。
3. 女子児童の低栄養による発育遅延は，男子児童に比べて軽度，かっその回復も速かな傾向を示
し，低栄養による児童成長の被影響性iζ性差のある ζ とが分った。
4. 以上要するに低栄養レベルにある児童の発育は，その低栄整の程度に応じて変動するものであ
り，その場合とくに体重は食餌f誌によって敏感に影響されるものである。
なお本研究に対して大阪市社会福祉協議会をはじめ関係器部施設各位より絶大な御援助，御協力
を賜った。記して謝意を表す。
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SUMMARY 
The relatioo betweeo the food iotake aod the growth rate was examioed 00 the 
school childreo io the institutioo. 
In 1956. the average ratio of the daily food intake to the staodard allowance 
of Japanese amouoted about 85~ぢ in Calorie and 81$ぢinprotein. The growth rate 
was also in retard remarkably. 
In 1957 and 1958. the caloric intake increased nearly to the level of standard. 
Together with the incremeot in food supply. growth retardation was coosiderably 
improved. 
The recovery of the retarded growth was more obvious in female than io male. 
and also in the weight gain thao io the length. 
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